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「「たたいいかかんん訓訓練練」」のの現現場場にによよるる自自主主運運営営にに関関すするる調調査査

On-site Survey on the Self-management of ECOTEC (Taikan Training) 

彦野 賢 （Masaru Hikono）＊1, 松井 裕子（Yuko Matsui）＊2

要要約約 では 年に，発電所の緊急時対策本部に参集する指揮者クラスの要員に，緊急時

の対応に要求されるリーダーシップ能力を付与する訓練（たいかん訓練 ）を開発した．本調査で

は，開発した訓練の現場実践状況について調査・観察し，訓練開発者としての気づきを以下の つ

の観点（阻害の投入方法，訓練設定，評価，振り返り）から整理した．結果として，①既存訓練と

の統合をさらに深化させる，②事業所間で情報交換を行う，の 点が重要と考えられた．緊急時

のリーダーシップ能力向上のためには，たいかん訓練の本質を押さえながらも，訓練の形式にこ

だわることなく，状況に応じて訓練スタイルを柔軟に変化させ，改善するプロセスのなかで，継続

的に訓練を実施することが望ましいと考えられる．

キキーーワワーードド 緊急時対応訓練，ノンテクニカルスキル，自主的安全性向上

Abstract In 2020, INSS developed a training course (ECOTEC) to impart the leadership skills required for 
emergency response to command-level personnel who would be present at an emergency headquarters within 
power stations. In this study, we investigated and observed the field practice of the developed training course 
and organized our findings as training developers from the following four perspectives: ways of feeding 
obstacles to the training participants; the training settings; evaluation of the observed behaviors; and the post-
training review. As a result, two points were considered important: further deepening the integration with 
existing training; and exchanging information held by command-level personnel at different power stations. 
In order to improve leadership capacity in emergency situations, it is desirable to keep the essence of 
ECOTEC but not to stick to the training format, but to conduct training on a continuous basis, flexibly 
changing and improving the training style according to the situation and regulatory requirements.

Keywords   Emergency response training, Non-technical skills, Voluntary safety improvement activities

1. ははじじめめにに

日本の原子力産業界は，2011 年に国内の原子力発電所

において過酷事故（シビアアクシデント）を経験した．こ

れにより，新たな基準を満足した設備的な対応を行うこと

が最低限必要となるとともに，原子力発電所の運営に携わ

る組織とその職員は，いついかなる事態においてもマニュ

アル・想定を超えるような過酷事故は起こりえるという基

本的前提に立って，日常的に緊急時対応の訓練を行うこと

が強く求められることとなった（日本原子力学会ヒューマ

ンマシンシステム研究部会，2015）．
そのため，従来からあるようなマニュアルに定められ

たことをそのまま確実に遂行することを鍛える訓練から

一歩進めて，マニュアルには書かれていない稀有な事態へ

のチーム対応や，極度のストレスがかかる緊張状況でも平

時と変わらないパフォーマンスの発揮を可能にするため

の訓練カリキュラムの開発が求められるようになった（久

郷, 2015）．そこで INSS では，2014 年に公開された内閣官

房東京電力福島原子力発電所における事故調査・検証委員

会の聴取結果（吉田調書）に着目した．現実の場面で緊急

時対応を指揮した福島第一原子力発電所の幹部が，思いも

よらない状況や心の葛藤やストレスに直面しながらも，職

員の技術的知識や能力を如何なく発揮させるために実践

したこと，また実践すればよかったと思えたことを抽出，

整理した（彦野他,  2016）．その結果，Flin（1996）が示し

た緊急時対応に求められるノンテクニカルスキルと同様

の 8 つのスキルが得られた：「コミュニケーション」「スト

レス下の意思決定」「ストレス下の人間特性」「権限委譲」

「状況把握」「状況評価（認識）」「組織管理」「非常事態へ

の事前準備」（彦野他,  2016）．これらのスキルを向上させ
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るための訓練カリキュラムとして，現場の緊急時対策本部

で初期対応にあたる現場幹部を対象としたシナリオブラ

インドの演習方式の「たいかん訓練」を開発し，試行期間

として実施支援を行ってきた（彦野他，2017，2019）．各

事業所の現場が主体的に運営するためのマニュアル「たい

かん訓練ガイドブック」も整備し（彦野他，2020），2021
年度からは現場で自主的な活動として訓練を計画・運営し

ていくフェーズとなっている．しかし，これまでなじみの

ないノンテクニカルスキルに焦点を当てたものであるた

め，この訓練を現場が主体となって運営するには困難を伴

うことも予想された．

本調査の目的は，発電所が自主的に組織の安全性を向

上させる訓練のひとつとしてのたいかん訓練が，現場にど

のように導入され実施されているかについて現状を把握

し，自主的かつ継続的な実施に向けた活動につながるポイ

ントを示すことである．

2. 調調査査方方法法

2.1 調調査査対対象象

2023 年度に関西電力の 3 事業所でそれぞれ実施された

「たいかん訓練」を調査の対象とした．これらの訓練は，

自主的な原子力の安全性向上（ロードマップ）の進捗報告

（関西電力，2023）において，事業者が自らの重要課題と

して位置づけており，さらに，原子力規制庁への安全性向

上評価届出書において自主的な追加措置の項目として挙

げられている．

上述のように，「たいかん訓練」は 2020 年度までの試行

段階を経て，2021 年度からは，INSS の研究成果をまとめ

たガイドブックを活用しながら，各事業所が主体となって

運営されている．本稿で対象とした 2023 年度には，自主

的な活動としての「たいかん訓練」がある程度定着しつつ

あるものと予想される．

2.2 調調査査方方法法

(1)訓練計画の確認

訓練実施前に提供された書面に基づき，訓練のタイム

スケジュール，訓練対象者，発揮することを期待されるノ

ンテクニカルスキル，阻害事項の内容と狙い，および付与

タイミングを把握した．

(2)訓練中の観察

2 つの事業所では，観察者 2 名が現場に赴き，訓練中の

プレイヤー（訓練対象者）およびコントローラー（訓練運

営者）（表１）を観察した．観察者は，訓練開始の 5～10 分

前までに訓練が行われる緊急時対策所に入室した．訓練実

施中は，観察者はコントローラー側（訓練運営側）とプレ

イヤー側（訓練対象者側）とに 1 名ずつ分かれ，訓練の状

況を目視で観察した．観察した結果および得られた気づき

は，訓練中にメモ書きし記録した．

コントローラー側の観察者はコントローラーのすぐ近

くで発話内容まで確認することが可能であったが，プレイ

ヤー側の観察者は，プレイヤーが観察されていることを気

にしすぎないように，また，他の防災訓練関係者の動線の

妨げにならないように観察位置を決定した結果，被調査者

から 5 メートル程度離れた場所からの観察となった．さら

に，他の訓練関係者の発話が多く環境音量も高かったため，

プレイヤーの発話が聞き取れない状況での観察にならざ

るを得なかった．そのため，コントローラーの発話（復唱

など）からもプレイヤーの発言を推定することも併せて行

った．

残る 1 つの事業所については，現場での観察ができな

かったため，訓練終了後にメールで確認を行った．

2.3 観観察察のの視視点点

事前に把握した訓練計画に基づき，各阻害の狙いや発

揮を期待されるノンテクニカルスキルを念頭に置いた上

で，コントローラーが阻害をどのように伝えているか，

逆にプレイヤーの状況から，効果的に阻害が投入され，

狙ったノンテクニカルスキルが発揮されているかを観察

した．

3. 結結果果

3.1 各各事事業業所所のの訓訓練練概概要要ににつついいてて

事前に入手した訓練計画と観察結果をもとに，2023 年

度に各事業所で実施された「たいかん訓練」の概要を表 1
に示す．

全ての事業所の訓練では，6 名を基本的な実施単位とす

る「たいかん訓練」の基本設計に比べて，より規模の大き

い事業者防災訓練の一部（約 40 分間）として実施してい

た．コントローラーは事業者防災訓練の運営チームの 1～
2 名が務め，プレイヤーは事業者防災訓練の緊急時対策室

内の要員（1～2 名）であった．プレイヤーは，事業者防災

訓練のシナリオに基づいた対応を行うのと並行して，たい

かん訓練のコントローラーからの電話による阻害にも対

応することが求められた．また，すべての事業所において，
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訓練終了後には訓練を振り返り，気づきや自己評価を行っ

ていた．表 1 に示した通り，具体的な実施方法は事業所に

よって若干異なっており，それぞれの工夫がみられた．例

えばプレイヤーについては，A 事業所では「たいかん訓練」

の基本設計と同じ本部要員から選定し（現場調整者），B 事

業所では総務班と広報班を，C 事業所では広報班を選定し

た．総務班と広報班は，典型的な阻害事項である協力会社

や上位組織，社外からの問い合わせに対応する可能性の高

い班と言える．このようなプレイヤーの職責と訓練の狙い

に応じて，コントローラーからの阻害の内容と数も異なっ

ていた．

3.2 開開発発者者ととししててのの気気づづきき

3.2.1 阻阻害害のの投投入入ののししかかたた

全体的に，コントローラーは親切でものわかりがよい印

象であった．B 事業所では，プレイヤーの回答に素朴な疑

問を投げかけたり，追加で要望を伝えるなど，プレイヤー

に考えさせるための工夫が見られたが，その場合も概ね落

ち着いた話し方であった．実際には，緊急事態に遭遇した

人は焦ったり，感情的になりやすかったり，理解力が低下

したりすると考えられる．コントローラーは，それぞれの

立場に立つと，どのような状態になり，それがどのような

物言いや態度として現れるか想像しながら発話の仕方を

考える必要があるように思われる．コントローラーにとっ

てはある程度の演技が求められ難しい側面もあるが，コン

トローラーが落ち着いているとプレイヤーも落ち着いて

対応しやすくなるので，負荷を高める場合には，話す速さ

や相手の発話を遮るなどの焦りによる行動，話が簡単には

通じない状態などを表現することも必要であると考える．

ただし，プレイヤーの負の感情も喚起されやすくなると予

想されるので，コントローラーには，プレイヤーと同等以

上の役職者が就くなどの配慮も必要と思われる．

3.2.2 訓訓練練のの設設定定

コントローラーが阻害を投入するための電話をかける

場所を確保するのに苦労していたので，適当なよい場所を

確保できるとよいと思われた．特に，ブリーフィング中の

電話は，阻害投入のタイミングとしては大変効果的である

が，おそらく受話器を通じてプレイヤーにもブリーフィン

グの音声が聞こえており，臨場感が損なわれるように思わ

れる．あらかじめ，緊急時対策所に近い静かな場所（例え

ば別のフロアや会議室など）を阻害投入の電話をかける場

所として確保しておく必要があるように思われた．そのよ

うな場所が確保できれば，あえて背景に騒音や雑音を流し

て聞き取りづらくするという方法も採れるかもしれない．

いずれにしても，訓練の設定に応じて，少しでも臨場感を

高めていくことが必要と考える．

3.2.3 訓訓練練のの評評価価

事前に入手した訓練計画によると，B 事業所では，プレ

イヤーによる自己評価が採用されていた．各阻害事項に対

して 2～3 個の評価項目が用意され，それらの項目につい

てチームで議論し評価する形式となっていた．C 事業所で

は，1 つの阻害事項に対して 6～7 個の評価項目が記載さ

れていた．評価方法はコントローラーによるチェック式で，

期待される行動をプレイヤーが「した／しなかった」の二

値評価するものと見受けられた．

たいかん訓練はノンテクニカルスキルの向上を目的と

するものであることから，「何をした／しなかったか」よ

りも「どのようにしたか」を重視する．例えば「チーム内

で簡潔に情報共有した」という項目があった場合，そこに

は，他のメンバーの注意をどのように引いたのか，「簡潔

に」するためにどのような表現や順序で伝えたのか，情報

が共有されたことをどのように確認したのかなどの，より

下位の具体的な行動が含まれる．従って，コントローラー

表１ 各事業所のたいかん訓練の概要

事業所 事業所 事業所

実施日 年 月 年 月 年 月

プレイヤー 現場調整者 総務班，広報班 広報班（ 名）

コントローラー 安防室 安全係員 安防室 安全係長他 安防室 安全係長他

阻害数と内容 回．給水要員，運転支援要員が，
現場から離れたい，帰宅したがっ
ている．

回（同時阻害あり）．協力会社
社員，社員，自治体，協力会社，
自治体の立場で状況確認．

回．住民，役所，報道機関の立
場で状況の問い合わせ．
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の負荷は高まるが，より具体的な行動や発話もあわせて記

録し，事後の振り返りの材料とするなどの工夫があるとよ

いと思われる．

また，プレイヤーが繰り返し訓練に参加する場合には，

前回からの行動や考え方の変化や向上を踏まえた自己評

価も実施するとよいように思われた．例えば，前回はある

阻害に対しこのような対応をとったが，今回はそれとは異

なる対応を行った，それによってプレイヤー本人の対応の

引き出しが増えることとなった，もしくは，前回はこのよ

うな行動をとったが，その際の自身の反省をふまえ，電話

応対では相手を落ち着かせるような発言ができた，などで

ある．

3.2.4 振振りり返返りり

振り返りについては書面での情報入手にとどまった．

以下は，それらの書面に基づく記述となる．3事業所と

も，何らかの形で振り返りを行っていた．振り返りの方

法は事業所によって異なっていた．A事業所では，訓練

直後の短時間にコントローラーからプレイヤーに対応の

適切さに関するフィードバックが与えられた．B事業所

では，前述のとおり，阻害ごとにプレイヤーに期待され

る2～3の行動が示され，それらに基づいて対応の適切

さ，反省点や気づきが検討された．C事業所では，コン

トローラーからの対応の適切さに関するフィードバック

とプレイヤー自身の気付きが述べられる機会があったよ

うである．

表2は，訓練から得られたプレイヤーの気付きの概要で

ある．B事業所では，対処に迷ったときに周囲の協力を

得ることの重要性への気づき，訓練によって緊急時対応

を考える機会となったことが述べられ，C事業所では，

緊急時には注意の偏りが生じやすく注意配分が重要とな

ること，周囲の環境によって状況把握が困難になりやす

くなることへの気づきが述べられた．

「たいかん訓練」では，訓練終了後に訓練と同程度の

時間をかけて振り返りを行うことを重要と考えている．

そして，プレイヤー単独での振り返りや反省だけでな

く，他のプレイヤーの優れたスキルを認め，共有するこ

とによって各自が気づきを得，参加者全体のスキルを向

上させることを目指している．今回観察した訓練では，

振り返りの時間を十分にとることが難しかったり，プレ

イヤーが2名と少ないために，訓練中もコントローラーと

の二者間でのやり取りにとどまってしまったり，チーム

での振り返りに比べて議論も深まりにくい側面があった

と考えられる．また，対応の適切さについての振り返り

においても，「どのように適切であったのか」「ほかにも

やり方はないか」「少し状況が異なっていたらどうだった

か」といったことを議論することによって，より多くの

気づきにつながることが期待できる．

ノンテクニカルスキルの向上における振り返りの効果

は実証されている（Savoldell et al., 2006；Thomas, 2018）．
一方で，スキルが未熟な人は自分の能力を過大評価する

傾向があることも知られている．ノンテクニカルなパフ

ォーマンスに対する洞察は，テクニカルスキルとは異な

るスキルを必要とするとされる（Thomas, 2018）．振り返

りにおいて，ファシリテーターの問いかけについて考え

たり，他のメンバーと議論するといったことは，ノンテ

クニカルスキルに対する洞察の深め方を知り，自分自身

を客観的に見る機会となり，自己評価の効果を高めるこ

とにもつながる（Thomas, 2018）．したがって，ノンテク

ニカルスキル向上のためには，振り返りの時間も重視

し，適切なファシリテーションの下，複数のメンバーで

相応の時間をかけて議論することが必要である．

4. 継継続続的的なな訓訓練練実実施施にに向向けけててのの重重要要事事項項

4.1 「「既既存存訓訓練練ととのの統統合合ををささららにに深深化化ささせせるる

こことと」」

2021 年度から各事業所で取り組まれてきた「たいかん

訓練」は，事業者防災訓練という大きな枠組みの一部とし

て計画・実施されていた．このように既存の訓練にノンテ

表 プレイヤーの気づき
事業所 事業所 事業所

（未調査）
・状況がわからず，問い合わせへの対処に迷っ
てしまった場合は，周りと情報を共有し意見を
聞くことも大事だと感じた．
・訓練を行うことで，本当に事象が生じた際の
対応方法について事前勉強ができるため有効だ
と思う．

・災害時は事業所内の対応に注意が集中しやす
いが，実際には外部からの問い合わせが殺到す
ることもあり得るという事を考える機会となっ
た．
・周りがざわついている中では状況の把握が困
難になりやすく，常に冷静に状況を見ておく必
要があると感じた．
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クニカルスキルの視点を組み入れることは，「たいかん訓

練」をよりコンパクトで実施しやすいものとし，継続的な

訓練の実施という観点から，基本的には好ましい運営方法

といえる．

ノンテクニカルスキルの訓練プログラムが，航空業界で

行われている「CRM（Crew Resource Management）訓練」

のようにひとつの独立した訓練プログラムとして導入さ

れている分野は多い．しかし今回調査対象とした事業所で

は，他にも数多くの訓練・活動が行われており，ノンテク

ニカルスキル訓練を単独で実施する時間を確保すること

が難しいように見受けられた．そのため「たいかん訓練」

を，事業者防災訓練という大きな訓練の中に含めて実施す

る場合は，開発当初の訓練の設定と比べ，比較的規模の小

さい計画となるのはやむを得ないものと思われた．一方で，

今回の観察範囲の対象外ではあるが，事業者防災訓練にお

いて対策本部要員（本部長，ユニット指揮者などのチーム

リーダー）が行っている高度なテクニカル要素を伴う判断

行動（意思決定，判断，伝達）にも，多くのノンテクニカ

ルスキルが伴っている様子が見て取れた．まさにそのよう

なテクニカルな行動と一体となって見えづらいノンテク

ニカルスキルにも着目し訓練していくことが，今以上に高

度なステージに到達するために重要になる．

ノンテクニカルスキルの向上には，自ら行動し，そして

自らの限界に気づく「振り返り」の機会が何より有効であ

る．今までの防災訓練は，緊急時にもテクニカルな対応が

滞りなくできるかという観点で行われていたが，テクニカ

ルスキルが成熟してくると，次のステップとして，同じ災

害対応行動であってもより高度に実施できているかを求

めていくべきであると考える．例えば，単に「指示する」

だけでなく，相手や周囲の状況，どのような相手か等によ

って適切な指示の仕方は変わってくるはずである．このよ

うなスキルの発揮は，一見簡単そうに見えて，臨機応変に

実践しようとすると意外と難しいものである．そして，

3.2.4 で述べたように，その難しさを認識することにも難

しさがある．今回の観察対象とした「たいかん訓練」の枠

組みにとらわれず，事業者防災訓練等においても，すべて

の防災要員がテクニカルなスキルをより効果的に発揮す

るための鍵となるノンテクニカルスキルに着目した振り

返りを行うなど，訓練を既存訓練と統合し，深化させてい

くことが望ましい．

4.2 「「情情報報交交換換すするるこことと」」

今回の調査の中で，ある事業所の担当者から阻害や設定

等について新たなアイデアやヒントが欲しいとの要望を

受けた．前述の 3.1 でも記述したように，今年の訓練計画

では各事業所の特徴がみられたことから，対象とする人数

や阻害事項，運営方法などは事業所間で情報交換すること

を通じて，それぞれの訓練方法の改善に活かすことが可能

であると考える．また，現場に提供した訓練ガイドブック

（彦野他，2020）には，吉田調書から抽出した当時の困難

な出来事など阻害のヒントとなる項目が多く含まれてい

る．「たいかん訓練」の枠組みにとどまらず，事業者防災

訓練も含めてノンテクニカルスキルの向上を目指してい

く中で，これらのヒントも生かし改善を繰り返し継続的に

実施していくことが必要である．

原子力規制委員会の会議体のひとつに，「原子力事業者

防災訓練報告会」がある．公開されている資料（第 15 回 
2023 年 7 月 26 日；原子力規制委員会，2023）をみると，

臨機の対応を確認するため，Ⅱ型訓練（現場の対応能力向

上）でマルファンクションの付与試行を四国電力が，また，

第三者によるノンテクニカルスキル評価の試行が中部電

力から報告された．また，2024 年に実施された報告会の

資料（第 16 回 2024 年 7 月 11 日；原子力規制委員会，

2024）では，その他の発電所でもマルファンクションを含

むシナリオによる訓練が実施されたことが読み取れる．こ

れらの試行は，「たいかん訓練」の目的とも共通する．試

行の有効性の評価と実施範囲の拡大はこれから検討され

るものとみられるが，今後，あらゆる形での緊急時対応能

力向上が求められていくことから，会社の枠を超えた業界

内での情報交換も積極的に行われることが必要である．

5. おおわわりりにに

緊急時対応では，特にリーダー（緊急時対策要員）とし

てノンテクニカルスキルを効果的に発揮することが求め

られるが，それにはノンテクニカルスキルに対する理解を

深めることに加え，自分自身（強み，弱み）を客観的によ

く知ることが肝要である．自分自身をよく知るのに望まし

い方法は，時には失敗も許容される訓練場面で自らやって

みること，振り返りを通じて自分自身の行動や思考の特徴

に自ら気づかせることである．このような方法を多忙な事

業所現場で実践するひとつの形として INSS では「たいか

ん訓練」を提案してきた．本調査では，各事業所でのたい

かん訓練の実施状況を観察し，それぞれの工夫を見ること

ができた．ただし，今回はプレイヤーの発話が十分聞き取

れない状況での観察となった．可能であれば，今後はノイ

ズキャンセリング式のマイク等を活用しながら，プレイヤ

ーの発話をより明瞭に聞き取ることが好ましいと考える．

「たいかん訓練」は，緊急事態に対応する休日当番の初
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期対応という場面を想定し，特に東日本大震災における会

社を超えた各種教訓を踏まえてノンテクニカルスキルに

着目し，ひとつの訓練パッケージという形に作り上げたも

のである．特に福島第一原子力発電所の事故は，稀にしか

起きず，頭では理解している行動や技術的に十分に知って

いるスキルを，ストレスのかかる場面で，リソースも限ら

れた状況の中でも，確実に発揮しなければならないという，

緊急時対応訓練に対する発想の転換を我々に突き付けた．

このような背景から生まれた「たいかん訓練」は，本質的

に，常に訓練参加者の想像力を刺激し，新たなスキル獲得

を促すために，継続的な変化と改善が求められる．「電話

で投入された阻害への対応」のような形式にとらわれず，

テクニカルスキルをより効果的に発揮するために，ノンテ

クニカルスキルの観点からもできることをシナリオや評

価，振り返りに取り入れ，参加者間でスキルの共有を図っ

ていくことが重要である．

昨今では，社会の変化やテクノロジーの進展により軍

事用語から広まった「VUCA（Volatility変動性・Uncertainty
不確実性・Complexity複雑性・Ambiguity曖昧性）の時代」

と称される社会環境の急激な変化への対応を念頭に，産業

現場においてもシステムを継続的に機能させるためのノ

ンテクニカルスキルの重要性の認識および育成への関心

が高まってきている（例えば，化学工学会におけるノンテ

クニカルスキル研修など）．当初は原子力発電所の緊急時

対応を想定して開発されたたいかん訓練も，より広い分野

への応用が期待できるものと考えている．
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